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(57)【要約】
無線通信の方法は、アップリンク送信のためのＡＣＫ／
ＮＡＫリソースの複数のセットの上部レイヤ・コンフィ
ギュレーションを受信することを含む。また、マルチ・
キャリア・コンフィギュレーションにおける少なくとも
１つの二次ダウンリンク成分キャリアに対応するリソー
スを受信する。この方法はまた、複数のセットにおける
ＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを
受信することを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信の方法であって、
　マルチ・キャリア・コンフィギュレーションにおける少なくとも１つの二次ダウンリン
ク成分キャリアに対応する、アップリンク送信のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数の
セットの上部レイヤ・コンフィギュレーションを受信することと、
　前記複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを受信
することと、
を備える方法。
【請求項２】
　一次成分キャリアと前記二次成分キャリアで、ダウンリンク・データ送信を受信するこ
とと、
　前記物理レイヤ・インジケータに基づいて、前記複数のセットからＡＣＫ／ＮＡＫリソ
ースを決定することと、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＫリソースを用いて、物理アップリンク制御チャネルで、前記ダウン
リンク・データ送信のためのＡＣＫ／ＮＡＫ情報を送信することと、
をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記物理レイヤ・インジケータは、前記複数のセットへのインデクスを備え、
　前記方法はさらに、
　前記一次成分キャリアの制御チャネル要素（ＣＣＥ）に基づいて、第１のＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫリソースを決定することと、
　前記インデクスに対応する各セットの要素に基づいて、第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソー
スを決定することと、
を備える請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記物理レイヤ・インジケータを、キャリア間信号として受信すること、をさらに備え
る請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記物理レイヤ・インジケータは、前記二次成分キャリアのための送信電力制御（ＴＰ
Ｃ）コマンドを備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記物理レイヤ・インジケータは、前記複数のセットへのオフセットを備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項７】
　前記物理レイヤ・インジケータは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォ
ーマット１ｂベースのチャネル選択をサポートする、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記物理レイヤ・インジケータは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）二次
成分キャリアの送信電力制御ビットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記上部レイヤは、ラジオ・リソース制御（ＲＲＣ）レイヤを備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記複数のセットは、ユーザ機器（ＵＥ）のために設定されたダウンリンク成分キャリ
アの数と、前記ＵＥの送信モードとに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　各セットは、ダウンリンク制御情報ビットの数に基づくリソースの数を備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項１２】
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　前記物理レイヤ・インジケータは、ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジケータ（ＡＲＩ）
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記アップリンク送信のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数のセットは、一次ダウン
リンク成分キャリアに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　無線通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数のセットを設定することと
、
　前記複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを送信
することと、
を備える方法。
【請求項１５】
　前記設定することは、ダウンリンク制御送信に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＫリソースを暗
黙的に設定することを備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　無線通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに接続された少なくとも１つのプロセッサとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　マルチ・キャリア・コンフィギュレーションにおける少なくとも１つの二次ダウンリン
ク成分キャリアに対応する、アップリンク送信のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数の
セットの上部レイヤ・コンフィギュレーションを受信し、
　前記複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを受信
する
ように構成された、装置。
【請求項１７】
　前記プロセッサはさらに、
　一次成分キャリアと前記二次成分キャリアで、ダウンリンク・データ送信を受信し、
　前記物理レイヤ・インジケータに基づいて、前記複数のセットからＡＣＫ／ＮＡＫリソ
ースを決定し、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＫリソースを用いて、物理アップリンク制御チャネルで、前記ダウン
リンク・データ送信のためのＡＣＫ／ＮＡＫ情報を送信する
ように構成された、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記物理レイヤ・インジケータは、前記複数のセットへのインデクスを備え、
　前記プロセッサはさらに、
　前記一次成分キャリアの制御チャネル要素（ＣＣＥ）に基づいて、第１のＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫリソースを決定し、
　前記インデクスに対応する各セットの要素に基づいて、第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソー
スを決定する
ように構成された、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記物理レイヤ・インジケータを、キャリア間信号として受信すること、をさらに備え
る請求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記物理レイヤ・インジケータは、前記二次成分キャリアのための送信電力制御（ＴＰ
Ｃ）コマンドを備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記物理レイヤ・インジケータは、前記複数のセットへのオフセットを備える、請求項
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１６に記載の装置。
【請求項２２】
　前記物理レイヤ・インジケータは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォ
ーマット１ｂベースのチャネル選択をサポートする、請求項１６に記載の装置。
【請求項２３】
　前記物理レイヤ・インジケータは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）二次
成分キャリアの送信電力制御ビットを備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項２４】
　前記上部レイヤは、ラジオ・リソース制御（ＲＲＣ）レイヤを備える、請求項１６に記
載の装置。
【請求項２５】
　前記複数のセットは、ユーザ機器（ＵＥ）のために設定されたダウンリンク成分キャリ
アの数と、前記ＵＥの送信モードとに基づく、請求項１６に記載の装置。
【請求項２６】
　各セットは、ダウンリンク制御情報ビットの数に基づくリソースの数を備える、請求項
１６に記載の装置。
【請求項２７】
　前記物理レイヤ・インジケータは、ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジケータ（ＡＲＩ）
を備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記アップリンク送信のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数のセットは、一次ダウン
リンク成分キャリアに対応する、請求項１６に記載の装置。
【請求項２９】
　無線通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに接続された少なくとも１つのプロセッサとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　ユーザ機器（ＵＥ）のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数のセットを設定し、
　前記複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを送信
する
ように構成された、装置。
【請求項３０】
　前記プロセッサはさらに、ダウンリンク制御送信に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＫリソース
を暗黙的に設定するように構成された、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　無線通信のための装置であって、
　マルチ・キャリア・コンフィギュレーションにおける少なくとも１つの二次ダウンリン
ク成分キャリアに対応する、アップリンク送信のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数の
セットの上部レイヤ・コンフィギュレーションを受信する手段と、
　前記複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを受信
する手段と、
を備える装置。
【請求項３２】
　無線通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数のセットを設定する手段と
、
　前記複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを送信
する手段と、
を備える装置。
【請求項３３】
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　無線ネットワークにおける無線通信のためのコンピュータ・プログラム製品であって、
　記録された非一時的なプログラム・コードを有するコンピュータ読取可能な媒体を備え
、前記プログラム・コードは、
　マルチ・キャリア・コンフィギュレーションにおける少なくとも１つの二次ダウンリン
ク成分キャリアに対応する、アップリンク送信のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数の
セットの上部レイヤ・コンフィギュレーションを受信するためのプログラム・コードと、
　前記複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを受信
するためのプログラム・コードと
を備える、コンピュータ・プログラム製品。
【請求項３４】
　無線ネットワークにおける無線通信のためのコンピュータ・プログラム製品であって、
　記録された非一時的なプログラム・コードを有するコンピュータ読取可能な媒体を備え
、前記プログラム・コードは、
　ユーザ機器（ＵＥ）のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数のセットを設定するための
プログラム・コードと、
　前記複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを送信
するためのプログラム・コードと
を備える、コンピュータ・プログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【関連出願に対する相互参照】
【０００１】
　本願は、２０１０年１０月４日に出願された、「キャリア・アグリゲーションを用いた
マルチ・ビットＡＣＫ／ＮＡＫのための制御チャネル・リソース」（CONTROL CHANNEL RE
SOURCES FOR MULTI-BIT ACK/NAK WITH CARRIER AGGREGATION）と題された米国仮特許出願
６１／３８９，６７８号に対する３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９（ｅ）の下の利益を主張する
。この出願の内容は、その全体が本明細書において参照によって組み込まれている。
【技術分野】
【０００２】
　本開示の態様は、一般に、無線通信システムに関し、さらに詳しくは、キャリア・アグ
リゲーション（ＣＡ）コンフィギュレーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＫフィードバックを
サポートすることに関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信ネットワークは、例えば音声、ビデオ、パケット・データ、メッセージング、
ブロードキャスト等のようなさまざまな通信サービスを提供するために広く開発された。
これら無線ネットワークは、利用可能なネットワーク・リソースを共有することにより、
複数のユーザをサポートすることができる多元接続ネットワークでありうる。無線通信ネ
ットワークは、多くのユーザ機器（ＵＥ）のための通信をサポートしうる多くの基地局を
含みうる。ＵＥは、ダウンリンクおよびアップリンクによって基地局と通信しうる。ダウ
ンリンク（すなわち順方向リンク）は、基地局からＵＥへの通信リンクを称し、アップリ
ンク（すなわち逆方向リンク）は、ＵＥから基地局への通信リンクを称する。
【０００４】
　基地局は、ダウンリンクでＵＥへデータおよび制御情報を送信し、および／または、ア
ップリンクでＵＥからデータおよび制御情報を受信しうる。ダウンリンクでは、基地局か
らの送信が、近隣の基地局からの、または、その他の無線ラジオ周波数（ＲＦ）送信機か
らの送信による干渉と遭遇しうる。アップリンクでは、ＵＥからの送信が、近隣の基地局
と通信する別のＵＥのアップリンク送信からの、または、別の無線ＲＦ送信機からの干渉
と遭遇しうる。この干渉は、ダウンリンクとアップリンクとの両方のパフォーマンスを低
下させうる。
【０００５】
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　モバイル・ブロードバンド・アクセスに対する需要が増加し続けているので、ＵＥが長
距離無線通信ネットワークにアクセスすることや、短距離無線システムがコミュニティに
おいて展開されることにより、干渉や混雑したネットワークの可能性が高まる。研究開発
は、モバイル・ブロードバンド・アクセスのための増加する需要を満たすためのみならず
、モバイル通信とのユーザ経験を進化および向上させるために、ＵＭＴＳ技術を進化させ
続けている。
【発明の概要】
【０００６】
　１つの態様では、無線通信の方法が開示される。この方法は、マルチ・キャリア・コン
フィギュレーションにおける少なくとも１つの二次ダウンリンク成分キャリアに対応する
、アップリンク送信のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数のセットの上部レイヤ・コン
フィギュレーションを受信すること、を含む。この方法はまた、複数のセットにおけるＡ
ＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを受信すること、を含む。
【０００７】
　別の態様は、ＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数のセットを設定することを含む、無線通信
の方法を開示する。ＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータが、複数のセッ
トで送信される。
【０００８】
　さらに別の態様では、無線通信のための装置は、メモリと、メモリに接続された少なく
とも１つのプロセッサとを有する。プロセッサ（単数または複数）は、マルチ・キャリア
・コンフィギュレーションにおける少なくとも１つの二次ダウンリンク成分キャリアに対
応する、アップリンク送信のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数のセットの上部レイヤ
・コンフィギュレーションを受信するように構成される。プロセッサ（単数または複数）
はまた、複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを受
信するように構成される。
【０００９】
　別の態様は、メモリと、メモリに接続された少なくとも１つのプロセッサとを有する無
線通信を開示する。プロセッサ（単数または複数）は、ＵＥのためのＡＣＫ／ＮＡＫリソ
ースの複数のセットを設定するように構成される。プロセッサ（単数または複数）はまた
、複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを送信する
ように構成される。
【００１０】
　別の態様では、無線通信のための装置は、マルチ・キャリア・コンフィギュレーション
における少なくとも１つの二次ダウンリンク成分キャリアに対応する、アップリンク送信
のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数のセットの上部レイヤ・コンフィギュレーション
を受信する手段を含む。この装置はまた、複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソース
の物理レイヤ・インジケータを受信する手段、を含む。
【００１１】
　別の態様は、ユーザ機器（ＵＥ）のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数のセットを設
定する手段を含む装置、を開示する。この装置はまた、複数のセットにおけるＡＣＫ／Ｎ
ＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを送信する手段、を含む。
【００１２】
　別の態様は、無線ネットワークにおける無線通信のためのコンピュータ・プログラム製
品を開示する。コンピュータ読取可能な媒体は、プロセッサ（単数または複数）によって
実行された場合、プロセッサ（単数または複数）に対して、マルチ・キャリア・コンフィ
ギュレーションにおける少なくとも１つの二次ダウンリンク成分キャリアに対応する、ア
ップリンク送信のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数のセットの上部レイヤ・コンフィ
ギュレーションを受信する動作を実行させる、記録されたプログラム・コードを有する。
このプログラム・コードはさらに、プロセッサ（単数または複数）に対して、複数のセッ
トにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを受信させる。
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【００１３】
　別の態様では、無線ネットワークにおける無線通信のためのコンピュータ・プログラム
製品が開示される。コンピュータ読取可能な媒体は、プロセッサ（単数または複数）によ
って実行された場合、プロセッサ（単数または複数）に対して、ユーザ機器（ＵＥ）のた
めのＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数のセットを設定する動作を実行させる、記録されたプ
ログラム・コードを有する。プログラム・コードはまた、プロセッサ（単数または複数）
に対して、複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・インジケータを
送信させる。
【００１４】
　以下に続く詳細記載が良好に理解されるために、本開示の特徴および技術的利点が、広
く概説された。本開示のさらなる特徴および利点が以下に記載されるだろう。本開示は、
本開示のものと同じ目的を実行するために、修正したり、その他の構成を設計するための
基礎として容易に利用されうることが当業者によって理解されるべきである。このような
等価な構成は、特許請求の範囲に記載された開示の教示から逸脱しないこともまた当業者
によって理解されるべきである。さらなる目的および利点とともに、動作の方法と構成と
の両方に関し、本開示の特徴であると信じられている新規の特徴が、添付図面と関連して
考慮された場合に、以下の記載から良好に理解されるであろう。しかしながら、図面のお
のおのは、例示および説明のみの目的のために提供されており、本開示の限界の定義とし
て意図されていないことが明確に理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
　本開示の特徴、特性、および利点は、同一の参照符号が全体を通じて同一物に特定して
いる図面とともに考慮された場合、以下に記載する詳細な記載からより明らかになるだろ
う。
【図１】図１は、テレコミュニケーション・システムの例を概念的に例示するブロック図
である。
【図２】図２は、テレコミュニケーション・システムにおけるダウンリンク・フレーム構
造の例を概念的に例示する図である。
【図３】図３は、アップリンク通信におけるフレーム構造の例を概念的に例示するブロッ
ク図である。
【図４】図４は、本開示の１つの態様にしたがって構成された基地局／ｅノードＢとＵＥ
との設計を概念的に例示するブロック図である。
【図５Ａ】図５Ａは、連続的なキャリア・アグリゲーション・タイプを開示する。
【図５Ｂ】図５Ｂは、不連続なキャリア・アグリゲーション・タイプを開示する。
【図６Ａ】図６Ａは、マルチ・キャリア・コンフィギュレーションにおいてＡＣＫ／ＮＡ
Ｋリソース・インジケータを用いるための方法を例示するブロック図である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、マルチ・キャリア・コンフィギュレーションにおいてＡＣＫ／ＮＡ
Ｋリソース・インジケータを用いるための方法を例示するブロック図である。
【図７Ａ】図７Ａは、マルチ・キャリア・コンフィギュレーションにおいてＡＣＫ／ＮＡ
Ｋリソース・インジケータを用いるための構成要素を例示するブロック図である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、マルチ・キャリア・コンフィギュレーションにおいてＡＣＫ／ＮＡ
Ｋリソース・インジケータを用いるための構成要素を例示するブロック図である。
【図８Ａ】図８Ａは、ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジケータを使用するさまざまな例を
例示する。
【図８Ｂ】図８Ｂは、ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジケータを使用するさまざまな例を
例示する。
【図８Ｃ】図８Ｃは、ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジケータを使用するさまざまな例を
例示する。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
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　添付図面とともに以下に説明する詳細説明は、さまざまな構成の説明として意図されて
おり、本明細書に記載された概念が実現される唯一の構成を表すことは意図されていない
。この詳細説明は、さまざまな概念の完全な理解を提供することを目的とした具体的な詳
細を含んでいる。しかしながら、これらの概念は、これら具体的な詳細無しで実現されう
ることが当業者に明らかになるであろう。いくつかの事例では、周知の構成および構成要
素が、このような概念を曖昧にすることを避けるために、ブロック図形式で示されている
。
【００１７】
　本明細書で記載された技術は、例えば、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、
時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワー
ク、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シングル・キャリア周波数分
割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワーク、およびその他のネットワークのようなさま
ざまな無線通信ネットワークのために使用されうる。用語「ネットワーク」および「シス
テム」は、しばしば置換可能に使用される。ＣＤＭＡネットワークは、例えば、ユニバー
サル地上ラジオ・アクセス（ＵＴＲＡ）、テレコミュニケーション・インダストリ・アソ
シエーション（ＴＩＡ）のｃｄｍａ２０００（登録商標）等のようなラジオ技術を実現し
うる。ＵＴＲＡ技術は、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、およびＣＤＭＡの
その他の変形を含んでいる。ＣＤＭＡ２０００（登録商標）技術は、米国電子工業会（Ｅ
ＩＡ）およびＴＩＡからのＩＳ－２０００規格、ＩＳ－９５規格、およびＩＳ－８５６規
格を含んでいる。ＴＤＭＡネットワークは、例えばグローバル移動体通信システム（ＧＳ
Ｍ（登録商標））のようなラジオ技術を実現しうる。ＯＦＤＭＡネットワークは、例えば
、イボルブドＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラ・モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ
）、ＩＥＥＥ　８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、
ＩＥＥＥ　８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）等のようなラジオ技術を実
現しうる。ＵＴＲＡ技術およびＥ－ＵＴＲＡ技術は、ユニバーサル・モバイル・テレコミ
ュニケーション・システム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロング・ターム・イボリ
ューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使
用するＵＭＴＳの新たなリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、
ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートシップ計画」（３ＧＰＰ）と呼ばれる団
体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナ
シップ計画２」（３ＧＰＰ２）と呼ばれる団体からの文書に記載されている。本明細書で
記載された技術は、他の無線ネットワークおよびラジオ・アクセス技術のみならず、前述
された無線ネットワークおよびラジオ・アクセス技術のためにも使用されうる。明確化の
ために、これら技術のある態様は、以下において、ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａ（代わりに、
これらはともに“ＬＴＥ／－Ａ”と称される）について記載されており、このようなＬＴ
Ｅ－Ａ用語が以下の説明の多くで使用される。
【００１８】
　図１は、マルチ・ビットＡＣＫ／ＮＡＫが生じるマルチ・キャリアＬＴＥ－Ａネットワ
ークでありうる無線通信ネットワーク１００を示す。無線ネットワーク１００は、多くの
イボルブド・ノードＢ（ｅノードＢ）１１０およびその他のネットワーク・エンティティ
を含む。ｅノードＢは、ＵＥ１２０と通信する局であり、基地局、ノードＢ、アクセス・
ポイント等とも称されうる。おのおののｅノードＢ１１０は、特定の地理的エリアのため
に通信有効通信範囲を提供する。３ＧＰＰでは、用語「セル」は、この用語が使用される
文脈に依存して、有効通信範囲エリアにサービス提供しているｅノードＢおよび／または
ｅノードＢサブシステムからなる特定の地理的有効通信範囲エリアを称しうる。
【００１９】
　マルチ・キャリア通信ネットワーク１００において動作するＵＥ１２０は、一次成分キ
ャリア（ＰＣＣ）とも称されうる、同じキャリアにおける例えば制御機能およびフィード
バック機能のような、複数の成分キャリアのある機能をアグリゲートするように構成され
る。サポートのために一次成分キャリアに依存する残りの成分キャリアは、関連付けられ
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た二次成分キャリアと称される（ＳＣＣ）。ＵＥ１２０は、例えば、オプションの専用チ
ャネル（ＤＣＨ）、非スケジュール許可、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）
、および／または、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）によって提供されるよ
うな制御機能をアグリゲートしうる。シグナリングおよびペイロードは、ｅノードＢによ
るＵＥへのダウンリンクと、ＵＥによるｅノードＢへのアップリンクとの両方で送信され
うる。
【００２０】
　いくつかの例では、複数の一次成分キャリアが存在しうる。さらに、二次成分キャリア
は、例えば、ＬＴＥ　ＲＲＣプロトコルのための３ＧＰＰ技術仕様３６．３３１のような
、レイヤ２手順およびレイヤ３手順であるＲＬＦ手順および物理チャネル確立を含むＵＥ
１２０の基本動作に悪影響を与えることなく追加または削除されうる。
【００２１】
　ｅノードＢは、マクロ・セル、ピコ・セル、フェムト・セル、および／または、その他
のタイプのセルのために、通信有効通信範囲を提供しうる。マクロ・セルは、一般に、比
較的大きな地理的エリア（例えば、半径数キロメータ）をカバーし、ネットワーク・プロ
バイダへのサービス加入を持つＵＥによる無制限のアクセスを許可しうる。ピコ・セルは
、一般に、比較的小さな地理的エリアをカバーし、ネットワーク・プロバイダへのサービ
ス加入を持つＵＥによる無制限のアクセスを許可しうる。フェムト・セルもまた一般に、
比較的小さな地理的エリア（例えば、住宅）をカバーし、無制限のアクセスに加えて、フ
ェムト・セルとの関連付けを持つＵＥ（例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）内
のＵＥ、住宅内のユーザのためのＵＥ等）による制限付のアクセスをも提供しうる。マク
ロ・セルのためのｅノードＢは、マクロｅノードＢと称されうる。ピコ・セルのためのｅ
ノードＢは、ピコｅノードＢと称されうる。そして、フェムト・セルのためのｅノードＢ
は、フェムトｅノードＢまたはホームｅノードＢと称されうる。図１に示す例では、ｅノ
ードＢ１１０ａ，１１０ｂ，１１０ｃは、マクロ・セル１０２ａ，１０２ｂ，１０２ｃそ
れぞれのためのマクロｅノードＢでありうる。ｅノードＢ１１０ｘは、ピコ・セル１０２
ｘのためのピコｅノードＢでありうる。そして、ｅノードＢ１１０ｙ，１１０ｚは、それ
ぞれフェムト・セル１０２ｙ，１０２ｚのためのフェムトｅノードＢである。ｅノードＢ
は、１または複数（例えば２，３，４個等）のセルをサポートしうる。
【００２２】
　無線ネットワーク１００はさらに、中継局をも含みうる。中継局は、データおよび／ま
たはその他の情報の送信を上流局（例えば、ｅノードＢ、ＵＥ等）から受信し、データお
よび／またはその他の情報の送信を下流局（例えば、ＵＥまたはｅノードＢ）へ送信する
局である。中継局はまた、他のＵＥのための送信を中継するＵＥでもありうる。図１に示
す例では、中継局１１０ｒは、ｅノードＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒとの間の通信を容易に
するために、ｅノードＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒと通信しうる。中継局はまた、リレ
ーｅノードＢ、リレー等とも称されうる。
【００２３】
　無線ネットワーク１００はまた、例えば、マクロｅノードＢ、ピコｅノードＢ、フェム
トｅノードＢ、リレー等のような異なるタイプのｅノードＢを含むヘテロジニアスなネッ
トワークでもありうる。これら異なるタイプのｅノードＢは、異なる送信電力レベル、異
なる有効通信範囲エリア、および、無線ネットワーク１００内の干渉に対する異なるイン
パクトを有しうる。例えば、マクロｅノードＢは、高い送信電力レベル（例えば、２０ワ
ット）を有する一方、ピコｅノードＢ、フェムトｅノードＢ、およびリレーは、低い送信
電力レベル（例えば、１ワット）を有しうる。
【００２４】
　無線ネットワーク１００は、同期動作または非同期動作をサポートしうる。同期動作の
場合、ｅノードＢは、類似のフレーム・タイミングを有し、異なるｅノードＢからの送信
は、時間的にほぼ揃えられうる。非同期動作の場合、ｅノードＢは、異なるフレーム・タ
イミングを有し、異なるｅノードＢからの送信は、時間的に揃わない場合がある。ここに



(10) JP 2013-545349 A 2013.12.19

10

20

30

40

50

記載された技術は、同期動作あるいは非同期動作の何れかのために使用されうる。
【００２５】
　１つの態様では、無線ネットワーク１００は、周波数分割デュプレクス（ＦＤＤ）動作
モードまたは時分割デュプレクス（ＴＤＤ）動作モードをサポートしうる。ここに記載さ
れた技術は、ＦＤＤ動作モードまたはＴＤＤ動作モードのために使用されうる。
【００２６】
　ネットワーク・コントローラ１３０は、ｅノードＢ１１０のセットに接続しており、こ
れらｅノードＢ１１０のための調整および制御を提供しうる。ネットワーク・コントロー
ラ１３０は、バックホールを介してｅノードＢ１１０と通信しうる。ｅノードＢ１１０は
また、例えば、ダイレクトに、または、無線バックホールまたは有線バックホールを介し
て非ダイレクトに、互いに通信しうる。
【００２７】
　無線ネットワーク１００の全体にわたって、ＵＥ１２０（例えば、ＵＥ１２０ｘ、ＵＥ
１２０ｙ等）が分布しうる。そして、おのおののＵＥは、固定式または移動式でありうる
。ＵＥは、端末、ユーザ機器、移動局、加入者ユニット、局等とも称されうる。ＵＥは、
セルラ電話（例えば、スマート・フォン）、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線モデム、無線
通信デバイス、ハンドヘルド・デバイス、ラップトップ・コンピュータ、コードレス電話
、無線ローカル・ループ（ＷＬＬ）局、タブレット、ネットブック、スマート・ブック等
でありうる。ＵＥは、マクロｅノードＢ、ピコｅノードＢ、フェムトｅノードＢ、リレー
等と通信することができうる。図１では、両矢印の実線が、ＵＥと、ダウンリンクおよび
／またはアップリンクでＵＥにサービス提供するように指定されたｅノードＢであるサー
ビス提供ｅノードＢとの間の所望の送信を示す。両矢印の破線は、ＵＥとｅノードＢとの
間の干渉送信を示す。
【００２８】
　ＬＴＥは、ダウンリンクで周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を、アップリンクでシングル・
キャリア周波数分割多重（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦＤＭおよびＳＣ－ＦＤＭは、
システム帯域幅を、一般にトーン、ビン等とも称される複数（Ｋ個）の直交サブキャリア
に分割する。おのおののサブキャリアは、データとともに変調されうる。一般に、変調シ
ンボルは、ＯＦＤＭを用いて周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭを用いて時間領域で送信される
。隣接するサブキャリア間の間隔は固定され、サブキャリアの総数（Ｋ個）は、システム
帯域幅に依存しうる。
【００２９】
　１つの態様は、二次セルにおけるＰＤＳＣＨに対応するＰＤＣＣＨが受信されず、ＰＤ
ＳＣＨが一次セルにおいて受信される場合におけるＰＵＣＣＨの選択に向けられている。
システム１００では、一次成分キャリアと二次成分キャリアが利用される場合に、ｅノー
ドＢおよびＵＥは、アップリンク・リソースを識別できるように構成される。システム１
００はまた、ｅノードＢに柔軟性と負荷平準化を与える。さらに、ＵＥは、ＡＣＫ／ＮＡ
Ｋリソース利用を改善するようにラジオ・リソース制御によって構成されうる。
【００３０】
　１つの態様は、二次セルにおいてＰＤＳＣＨに対応するＰＤＣＣＨが受信されず一次セ
ルにおいてＰＤＳＣＨが受信される場合における、ＰＵＣＣＨの選択に向けられている。
システム１００では、ｅノードＢおよびＵＥは、一次成分キャリアと二次成分キャリアと
が利用される場合に、アップリンク・リソースを識別することができるように構成される
。システム１００はまた、ｅノードＢに柔軟性と負荷平準化を与える。さらに、ＵＥは、
ＡＣＫ／ＮＡＫリソース利用を改善するようにラジオ・リソース制御によって構成されう
る。
【００３１】
　図２は、ＬＴＥにおいて使用されるダウンリンクＦＤＤフレーム構造を示す。ダウンリ
ンクの送信タイムラインは、ラジオ・フレームの単位に分割されうる。おのおののラジオ
・フレームは、（例えば１０ミリ秒（ｍｓ）のような）予め定められた持続時間を有し、
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０乃至９のインデクスを付された１０個のサブフレームへ分割されうる。おのおののサブ
フレームは、２つのスロットを含みうる。したがって、おのおののラジオ・フレームは、
０乃至１９のインデクスを付された２０のスロットを含みうる。おのおののスロットは、
Ｌ個のシンボル期間、（例えば、図２に示すような）通常のサイクリック・プレフィクス
の場合、例えば、７つのシンボル期間を含み、拡張されたサイクリック・プレフィクスの
場合、６つのシンボル期間を含みうる。おのおののサブフレームでは、２Ｌ個のシンボル
期間が、０乃至２Ｌ－１のインデクスを割り当てられうる。利用可能な時間周波数リソー
スが、リソース・ブロックへ分割されうる。おのおののリソース・ブロックは、１つのス
ロットにおいてＮ個のサブキャリア（例えば、１２のサブキャリア）をカバーしうる。
【００３２】
　マルチ・キャリアＬＴＥ－Ａシステムでは、ＵＥは、２つ以上の成分キャリア（ＣＣ）
で構成されうる。１つのキャリアは、一次成分キャリア（ＰＣＣ）として指定されうる。
他のキャリアは、二次成分キャリア（ＳＣＣ）として指定されうる。当業者であれば、成
分キャリアは、例えば、一次セルおよび二次セル（単数または複数）のようなその他の用
語で称されうることを認識するだろう。
【００３３】
　ダウンリンクＨＡＲＱ（ハイブリッド自動反復要求）動作の場合、ダウンリンク送信を
改善するために、アクノレッジメント／否定的アクノレッジメント（ＡＣＫ／ＮＡＫ）の
ためのフィードバックをｅノードＢが受信（またはＵＥが提供）しうる。複数のキャリア
が、ＵＥのために同時にサポートされる場合、ＵＥは、複数のダウンリンク・キャリアの
ためにＡＣＫ／ＮＡＫをフィードバックする必要がありうる。
【００３４】
　ＨＡＲＱアクノレッジメントの場合、端末へのダウンリンク送信をスケジュールするた
めに、使用するリソース・インデクスが、ＰＤＣＣＨにおける第１の制御チャネル要素（
ＣＣＥ）に応じて与えられる。ダウンリンク・スケジューリング割当におけるＰＵＣＣＨ
リソースに関する情報は、明示的に含まれてはいない。これは、オーバヘッドを減少させ
る。
【００３５】
　端末（例えばＵＥ）は、ＰＤＣＣＨを用いることによる動的なスケジューリングに加え
て、ＰＵＣＣＨリソース・インデクスを導出するためのＰＤＣＣＨがない場合、特定のパ
ターンにしたがって、半連続的にスケジュールされうる。その代わりに、半連続的なスケ
ジューリング・パターンの構成は、ＨＡＲＱアクノレッジメントのために使用するＰＵＣ
ＣＨインデクスにおける情報を含む。これら２つの場合のうちの何れかにおいて、端末は
、ダウンリンクでスケジュールされた場合に限って、ＰＵＣＣＨリソースを使用する。
【００３６】
　ＰＤＳＣＨ送信が、二次成分キャリアにおけるものであり、２次成分キャリアでＰＤＳ
ＣＨをスケジュールするＰＤＣＣＨが、２次成分キャリアに位置していない場合（すなわ
ち、キャリア間シグナリングがない場合）、ＡＣＫ／ＮＡＫリソースは、例えばラジオ・
リソース制御のような上部レイヤによって明示的に設定される。さらに、ＰＤＳＣＨ送信
が２次成分キャリアにある場合、一次成分キャリアからのキャリア間スケジューリングの
ために、ＡＣＫ／ＮＡＫリソースが暗黙的に割り当てられうる。
【００３７】
　別の態様では、ＰＤＣＣＨは、半連続的なスケジューリング（ＳＰＳ）、明示的および
暗黙的なリソース割当、キャリア間スケジューリング、および、二次成分キャリア（ＳＣ
Ｃ）のためのダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）における送信電力制御（ＴＰＣ）ビットの
再使用を開始させうる。ＨＡＲＱアクノレッジメントのために、使用するリソース・イン
デクスが、端末へのダウンリンク送信をスケジュールするために使用されるＰＤＣＣＨに
おける第１の制御チャネル要素（ＣＣＥ）に応じて与えられる。ＰＵＣＣＨリソースに関
する情報は、ダウンリンク・スケジューリング割当に明示的に含まれていない。これは、
オーバヘッドを減少させる。
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【００３８】
　ＰＤＣＣＨを用いることによる動的なスケジューリングに加えて、特定のパターンにし
たがって、端末を半連続的にスケジュールする可能性もある。この場合、ＰＵＣＣＨリソ
ース・インデクスを導出するためのＰＤＣＣＨはない。代わりに、半連続的なスケジュー
リング・パターンの構成は、ハイブリッドＡＲＱアクノレッジメントのために使用するＰ
ＵＣＣＨインデクスにおける情報を含む。これらの２つのケースのうちの何れかにおいて
、端末は、ダウンリンクでスケジュールされた場合にのみ、ＰＵＣＣＨリソースを用いる
。
【００３９】
　ＬＴＥでは、ｅノードＢは、ｅノードＢにおける各セルについて、一次同期信号（ＰＳ
ＣまたはＰＳＳ）および二次同期信号（ＳＳＣまたはＳＳＳ）を送信しうる。ＦＤＤ動作
モードの場合、図２に示すように、一次同期信号および二次同期信号が、通常のサイクリ
ック・プレフィクスを持つ各ラジオ・フレームのサブフレーム０およびサブフレーム５の
おのおのにおいて、シンボル期間６およびシンボル期間５でそれぞれ送信されうる。これ
ら同期信号は、セル検出および獲得のためにＵＥによって使用されうる。ＦＤＤ動作モー
ドの場合、ｅノードＢは、サブフレーム０のスロット１におけるシンボル期間０乃至３で
、物理ブロードキャスト・チャネル（ＰＢＣＨ）を送信しうる。ＰＢＣＨは、あるシステ
ム情報を伝送しうる。
【００４０】
　図２で見られるように、ｅノードＢは、各サブフレームの最初のシンボル期間で、物理
制御フォーマット・インジケータ・チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）を送信しうる。ＰＣＦＩＣ
Ｈは、制御チャネルのために使用されるシンボル期間の数（Ｍ）を伝えうる。ここで、Ｍ
は、１，２または３に等しく、サブフレーム毎に変化しうる。Ｍはまた、例えば、１０未
満のリソース・ブロックのように、小さなシステム帯域幅に対して４に等しくなりうる。
図２に示す例では、Ｍ＝３である。ｅノードＢは、おのおののサブフレームの最初のＭ個
のシンボル期間において、物理ＨＡＲＱインジケータ・チャネル（ＰＨＩＣＨ）および物
理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を送信しうる。ＰＤＣＣＨおよびＰＨＩＣＨ
もまた、図２に示す例における最初の３つのシンボル期間に含まれる。ＰＨＩＣＨは、ハ
イブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）をサポートするための情報を伝送しうる。ＰＤＣＣＨ
は、ＵＥのためのアップリンクおよびダウンリンクのリソース割当に関する情報と、アッ
プリンク・チャネルのための電力制御情報とを伝送しうる。ｅノードＢはまた、おのおの
のサブフレームの残りのシンボル期間で、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）
を送信しうる。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンクで、データ送信のためにスケジュールされた
ＵＥのためのデータを伝送しうる。
【００４１】
　ｅノードＢは、ｅノードＢによって使用されるシステム帯域幅の中央の１．０８ＭＨｚ
でＰＳＣ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨを送信しうる。ｅノードＢは、これらのチャネルが送
信される各シンボル期間において、システム帯域幅全体で、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣ
Ｈを送信しうる。ｅノードＢは、システム帯域幅のある部分で、ＵＥのグループにＰＤＣ
ＣＨを送信しうる。ｅノードＢは、システム帯域幅の特定の部分で、ＵＥのグループにＰ
ＤＳＣＨを送信しうる。ｅノードＢは、すべてのＵＥへブロードキャスト方式でＰＳＣ、
ＳＳＣ、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、およびＰＨＩＣＨを送信し、ＰＤＣＣＨを、ユニキャ
スト方式で、特定のＵＥへ送信しうる。さらに、特定のＵＥへユニキャスト方式でＰＤＳ
ＣＨをも送信しうる。
【００４２】
　各シンボル期間において、多くのリソース要素が利用可能でありうる。おのおののリソ
ース要素は、１つのシンボル期間において１つのサブキャリアをカバーしうる。そして、
実数値または複素数値である１つの変調シンボルを送信するために使用されうる。制御チ
ャネルのために使用されるシンボルのために、各シンボル期間において、基準信号のため
に使用されないリソース要素が、リソース要素グループ（ＲＥＧ）へ構成されうる。おの
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おののＲＥＧは、１つのシンボル期間内に、４つのリソース要素を含みうる。
【００４３】
　ＵＥは、ＰＨＩＣＨとＰＣＦＩＣＨとのために使用される特定のＲＥＧを認識しうる。
ＵＥは、ＰＤＣＣＨを求めて、ＲＥＧの異なる組み合わせを探索しうる。探索する組み合
わせの数は、一般に、ＰＤＣＣＨにおいてすべてのＵＥのために許可された組み合わせ数
よりも少ない。ｅノードＢは、ＵＥが探索する組み合わせのうちの何れかのＵＥにＰＤＣ
ＣＨを送信しうる。
【００４４】
　ＵＥは、複数のｅノードＢの有効通信範囲内に存在しうる。これらのｅノードＢのうち
の１つが、ＵＥにサービス提供するために選択されうる。サービス提供するｅノードＢは
、例えば受信電力、経路喪失、信号対雑音比（ＳＮＲ）等のようなさまざまな基準に基づ
いて選択されうる。
【００４５】
　図３は、アップリンク・ロング・ターム・イボリューション（ＬＴＥ）通信における典
型的なＦＤＤおよびＴＤＤ（特別ではないサブフレームのみの）サブフレーム構造を例示
するブロック図である。アップリンクのために利用可能なリソース・ブロック（ＲＢ）は
、データ・セクションおよび制御セクションに分割されうる。制御セクションは、システ
ム帯域幅の２つの端部において形成され、設定可能なサイズを有しうる。制御セクション
におけるリソース・ブロックは、制御情報の送信のために、ＵＥへ割り当てられうる。デ
ータ・セクションは、制御セクションに含まれていないすべてのリソース・ブロックを含
みうる。図３における設計の結果、データ・セクションは、連続するサブキャリアを含む
ようになる。これによって、単一のＵＥは、連続するサブキャリアのすべてがデータ・セ
クション内に割り当てられるようになる。
【００４６】
　アップリンク制御チャネルは、一次成分キャリアで伝送されうる。いくつかの構成では
、二次成分キャリアの制御情報は、一次成分キャリアの物理レイヤ・アップリンク制御チ
ャネルで送信される。言い換えれば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）は、
一次成分キャリアにのみ存在する。
【００４７】
　複数のダウンリンク成分キャリアのＡＣＫ／ＮＡＫの送信は、１つの単一アップリンク
制御チャネル、つまり、アップリンク一次成分キャリアからのものでありうる。その結果
、アップリンク一次成分キャリアにおけるＡＣＫ／ＮＡＫフィードバック・オーバヘッド
は、以前の技術のオーバヘッドよりも著しく大きくなりうる。例えば、以前の技術は、最
大２つのＡＣＫ／ＮＡＫビットをサポートしうる。しかしながら、各キャリアが、ＭＩＭ
Ｏ送信モードで構成されているＦＤＤシステムにおける５つの成分キャリアの場合、特定
のサブフレームにおけるダウンリンクをアクノレッジするために、アップリンク一次成分
キャリアに、最大１０ビットのＡＣＫ／ＮＡＫフィードバックが存在しうる。
【００４８】
　ＰＵＣＣＨを介したＡＣＫ／ＮＡＫの送信は、限定される訳ではないが、例えば、ある
リソース・ブロック、サイクリック・シフト、直交カバー、および／または、これらの組
み合わせのようなリソースを利用する。ＡＣＫ／ＮＡＫまたはＰＵＣＣＨリソースは、暗
黙的にまたは明示的に、導出されうる。暗黙的なＡＣＫ／ＮＡＫリソース割当は、ダウン
リンク制御送信に基づく。明示的なリソース割当は、いくつかの明示的なＡＣＫ／ＮＡＫ
リソースのために、ラジオ・リソース制御（ＲＲＣ）によって設定される。例えば、ＵＥ
は、設定されると、使用するリソースに関する指示がなされる。特に、ＰＵＣＣＨリソー
ス割当の場合、ＵＥがチャネル選択のために設定され、ＰＤＳＣＨ（物理ダウンリンク共
有チャネル）送信が、一次成分キャリアにある場合、ＡＣＫ／ＮＡＫリソースが、動的な
スケジューリングのために暗黙的に割り当てられる。ＰＤＳＣＨ送信が二次成分キャリア
にあり、二次成分キャリアにおいてＰＤＳＣＨをスケジューリングしているＰＤＣＣＨが
一次成分キャリアにない（すなわち、キャリア間シグナリングがない）場合、ＡＣＫ／Ｎ
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ＡＫリソースは、例えば、ラジオ・リソース制御のような上部レイヤによって明示的に設
定される。さらに、ＰＤＳＣＨ送信が二次成分キャリアにある場合、一次成分キャリアか
らのキャリア間スケジューリングのために、ＡＣＫ／ＮＡＫリソースが暗黙的に割り当て
られうる。
【００４９】
　ダウンリンク・キャリア・アグリゲーションのために、各ダウンリンク成分キャリアに
ついて１つの、単一の端末のためにスケジュールされた複数の同時ダウンリンク補足チャ
ネル（ＤＬ－ＳＣＨ）が存在し、その結果、（空間多重化の場合、各ダウンリンク成分キ
ャリアついて１または２である）アップリンクで、複数のアクノレッジメント・ビットが
伝送される。ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂは、リソース選択を用いることによって、アッ
プリンクで２ビットよりも多くのビットをサポートするために使用されうる。アップリン
クで４ビットが送信されるべきである場合、リソース選択を用いて、２ビットが、どのＰ
ＵＣＣＨリソースを使用するのかを示し、残りの２ビットが、通常のＰＵＣＣＨ構造であ
るが、最初の２ビットによって示されたリソースを用いて送信される。合計して、４つの
ＰＵＣＣＨリソースが必要とされる。１つのリソースは、（スケジューリング割当が一次
成分キャリアで送信され、一次成分キャリアに関連付けられていると仮定して、）キャリ
ア・アグリゲーションがない場合と同じルールを用いて、第１の制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）から導出される。残りのリソースは、ラジオ・リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング
によって準静的に設定されうる。
【００５０】
　ＵＥは、ｅノードＢへ制御情報を送信するために、制御部分においてリソース・ブロッ
クを割り当てられうる。ＵＥはまた、ｅノードＢへデータを送信するために、データ・セ
クション内にリソース・ブロックを割り当てられうる。ＵＥは、制御セクションにおいて
割り当てられたリソース・ブロックで、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）で
制御情報を送信しうる。ＵＥは、データ・セクションにおいて割り当てられたリソース・
ブロックで、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）で、データのみ、または、デ
ータと制御情報との両方を送信しうる。アップリンク送信は、サブフレームからなる両ス
ロットに及び、図３に示すように、周波数を越えてホップしうる。１つの態様によれば、
緩和された単一キャリア動作において、ＵＬリソースで並列なチャネルが送信されうる。
例えば、制御およびデータ・チャネル、並列制御チャネル、および並列データ・チャネル
が、ＵＥによって送信されうる。
【００５１】
　ＰＳＣ（一次同期キャリア）、ＳＳＣ（二次同期キャリア）、ＣＲＳ（共通基準信号）
、ＰＢＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および、ＬＴＥ／－Ａで使用される他のこのよう
な信号およびチャネルは、公的に利用可能な、「イボルブド・ユニバーサル地上ラジオ・
アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）；物理チャネルおよび変調」（Evolved Universal Terrestria
l Radio Access (E-UTRA); Physical Channels and Modulation）と題された３ＧＰＰ　
ＴＳ　３６．２１１に記載されている。
【００５２】
　図４は、図１における基地局／ｅノードＢのうちの１つ、およびＵＥのうちの１つであ
りうる、基地局／ｅノードＢ１１０とＵＥ１２０との設計のブロック図を示す。例えば、
基地局１１０は、図１におけるマクロｅノードＢ１１０ｃでありうる。そして、ＵＥ１２
０は、ＵＥ１２０ｙでありうる。基地局１１０はさらに、その他いくつかのタイプの基地
局でもありうる。基地局１１０は、アンテナ４３４ａ乃至４３４ｔを備え、ＵＥ１２０は
、アンテナ４５２ａ乃至４５２ｒを備えうる。
【００５３】
　１つの態様では、例えばコントローラ／プロセッサ４８０、受信プロセッサ４５８、Ｍ
ＩＭＯ検出器４５６、復調器４５４ａ－４５４ｒ、および／または、アンテナ４５２ａ－
４５２ｒのようなＵＥ１２０の構成要素が、ダウンリンク送信を受信する際に使用されう
る。
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【００５４】
　基地局１１０では、送信プロセッサ４２０が、データ・ソース４１２からデータを、コ
ントローラ／プロセッサ４４０から制御情報を受信しうる。制御情報は、ＰＢＣＨ、ＰＣ
ＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ等用でありうる。データは、ＰＤＳＣＨ等用でありう
る。プロセッサ４２０は、データ・シンボルおよび制御シンボルをそれぞれ取得するため
に、データおよび制御情報を処理（例えば、符号化およびシンボル・マップ）しうる。プ
ロセッサ４２０はさらに、例えばＰＳＳ、ＳＳＳのための基準シンボルや、セル特有の基
準信号を生成しうる。送信（ＴＸ）複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ４３０は、
適用可能であれば、データ・シンボル、制御シンボル、および／または基準シンボルに空
間処理（例えば、プリコーディング）を実行し、出力シンボル・ストリームを変調器（Ｍ
ＯＤ）４３２ａ乃至４３２ｔに提供しうる。おのおのの変調器４３２は、（例えば、ＯＦ
ＤＭ等のために）それぞれの出力シンボル・ストリームを処理して、出力サンプル・スト
リームを得る。おのおのの変調器４３２はさらに、出力サンプル・ストリームを処理（例
えば、アナログ変換、増幅、フィルタ、およびアップコンバート）し、ダウンリンク信号
を取得する。変調器４３２ａ乃至４３２ｔからのダウンリンク信号は、アンテナ４３４ａ
乃至４３４ｔを介してそれぞれ送信されうる。
【００５５】
　ＵＥ１２０では、アンテナ４５２ａ乃至４５２ｒが、基地局１１０からダウンリンク信
号を受信し、受信した信号を、復調器（ＤＥＭＯＤ）４５４ａ乃至４５４ｒへそれぞれ提
供しうる。おのおのの復調器４５４は、受信したそれぞれの信号を調整（例えば、フィル
タ、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを取得しうる。お
のおのの復調器４５４はさらに、（例えば、ＯＦＤＭ等のため）これら入力サンプルを処
理して、受信されたシンボルを取得しうる。ＭＩＭＯ検出器４５６は、すべての復調器４
５４ａ乃至４５４ｒから受信したシンボルを取得し、適用可能である場合、これら受信さ
れたシンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボルを提供しうる。受信プ
ロセッサ４５８は、検出されたシンボルを処理（例えば、復調、デインタリーブ、および
復号）し、ＵＥ１２０のために復号されたデータをデータ・シンク４６０に提供し、復号
された制御情報をコントローラ／プロセッサ４８０へ提供しうる。
【００５６】
　アップリンクでは、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ４６４が、データ・ソース４
６２から（例えばＰＵＳＣＨのための）データを、コントローラ／プロセッサ４８０から
（例えばＰＵＣＣＨのための）制御情報を受信し、これらを処理しうる。プロセッサ４６
４はさらに、基準信号のための基準シンボルをも生成しうる。送信プロセッサ４６４から
のシンボルは、適用可能であれば、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ４６６によってプリコード
され、さらに、（例えば、ＳＣ－ＦＤＭ等のために）変調器４５４ａ乃至４５４ｒによっ
て処理され、基地局１１０へ送信されうる。基地局１１０では、ＵＥ１２０からのアップ
リンク信号が、アンテナ４３４によって受信され、復調器４３２によって処理され、適用
可能な場合にはＭＩＭＯ検出器４３６によって検出され、さらに、受信プロセッサ４３８
によって処理されて、ＵＥ１２０によって送信された復号されたデータおよび制御情報が
取得されうる。プロセッサ４３８は、復号されたデータをデータ・シンク４３９に提供し
、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ４４０へ提供しうる。基地局１１０は
、例えばＸ２インタフェース４４１を介して、他の基地局へメッセージを送信しうる。
【００５７】
　コントローラ／プロセッサ４４０，４８０は、基地局１１０およびＵＥ１２０それぞれ
における動作を指示しうる。基地局１１０におけるプロセッサ４４０および／またはその
他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書に記載された技術のためのさまざまな処理
の実行または実行の指示を行いうる。ＵＥ１２０におけるプロセッサ４８０および／また
はその他のプロセッサおよびモジュールは、図６Ａ－Ｂに例示された機能ブロック、およ
び／または、本明細書に記載された技術のためのその他の処理の実行または実行の指示を
行いうる。メモリ４４２，４８２は、基地局１１０およびＵＥ１２０それぞれのためのデ
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ータおよびプログラム・コードを格納しうる。スケジューラ４４４は、ダウンリンクおよ
び／またはアップリンクでのデータ送信のためにＵＥをスケジュールしうる。
【００５８】
　（キャリア・アグリゲーション）　
　ＬＴＥアドバンストＵＥは、各方向における送信のために使用される、最大で合計１０
０ＭＨｚのキャリア・アグリゲーション（５成分のキャリア）に割り当てられた最大２０
ＭＨｚ帯域幅のスペクトルを用いる。一般に、アップリンクではダウンリンクよりも少な
いトラフィックしか送信されないので、アップリンク・スペクトル割当は、ダウンリンク
・スペクトル割当よりも小さくなりうる。例えば、２０ＭＨｚがアップリンクに割り当て
られた場合、ダウンリンクは１００ＭＨｚを割り当てられうる。これらの非対称のＦＤＤ
割当は、スペクトルを節約し、ブロードバンド加入者による一般的に非対称の帯域幅利用
のために良く適合する。
【００５９】
　（キャリア・アグリゲーション・タイプ）　
　ＬＴＥアドバンスト・モバイル・システムについては、２つのタイプのキャリア・アグ
リゲーション（ＣＡ）方法、すなわち連続的なキャリア・アグリゲーションと不連続的な
キャリア・アグリゲーションとが提案されている。これらは図５Ａおよび図５Ｂに例示さ
れている。利用可能な複数の成分キャリアが、周波数帯域に沿って分離されている場合、
不連続なキャリア・アグリゲーションが生じる（図５Ｂ）。一方、利用可能な複数の成分
キャリアが、互いに隣接している場合、連続的なキャリア・アグリゲーションが生じる（
図５Ａ）。ＬＴＥアドバンストＵＥの１つのユニットにサービス提供するために、不連続
なキャリア・アグリゲーションと連続的なキャリア・アグリゲーションとの両方が、複数
のＬＴＥ／成分キャリアをアグリゲートする。
【００６０】
　ＬＴＥアドバンストＵＥでは、不連続なキャリア・アグリゲーションを用いて、複数の
ＲＦ受信ユニットおよび複数のＦＦＴが配置されうる。なぜなら、これらキャリアは、周
波数帯域に沿って分離されているからである。不連続なキャリア・アグリゲーションは、
分離された複数のキャリアによるデータ送信を、広い周波数範囲にわたってサポートする
ので、伝搬経路喪失、ドップラ・シフト、およびその他のラジオ・チャネル特性が、異な
る周波数帯域において大きく変動しうる。
【００６１】
　したがって、不連続なキャリア・アグリゲーション・アプローチにおけるブロードバン
ド・データ送信をサポートするために、異なる成分キャリアのための符号化、変調、およ
び送信電力を適応的に調節する方法が使用されうる。例えば、エンハンスト・ノードＢ（
ｅノードＢ）が、各成分キャリアにおいて固定された送信電力を有するＬＴＥアドバンス
ト・システムでは、各成分キャリアの有効な通信範囲またはサポート可能な変調および符
号化は異なりうる。
【００６２】
　（制御シグナリング）　
　一般に、複数の成分キャリアのための制御チャネル・シグナリングを展開するために、
３つの異なるアプローチが存在する。第１のアプローチは、ＬＴＥシステムにおける制御
構造を若干修正することを含む。ここでは、各成分キャリアは、自身の符号化制御チャネ
ルを与えられる。
【００６３】
　第２の方法は、異なる成分キャリアの制御チャネルを統合的に符号化することと、これ
ら制御チャネルを、専用の成分キャリア内に配置することと、を含む。複数の成分キャリ
アのための制御情報は、この専用の制御チャネルにおけるシグナリング・コンテンツとし
て統合されるだろう。この結果、キャリア・アグリゲーションにおけるシグナリング・オ
ーバヘッドが低減されながら、ＬＴＥシステムにおける制御チャネル構造との後方互換性
が維持される。



(17) JP 2013-545349 A 2013.12.19

10

20

30

40

50

【００６４】
　異なる成分キャリアのための複数の制御チャネルは、統合的に符号化され、その後、第
３のキャリア・アグリゲーション方法によって生成された周波数帯域全体にわたって送信
される。このアプローチは、ＵＥ側における高い電力消費を犠牲にして、制御チャネルに
おける高い符号化パフォーマンスおよび低いシグナリング・オーバヘッドを提供する。し
かしながら、この方法は、ＬＴＥシステムと互換性をもたない。
【００６５】
　ＡＣＫ／ＮＡＫリソース利用を改善するために、ＵＥは、準静的なベースで、複数のリ
ソースを用いて、ラジオ・リソース制御（ＲＲＣ）によって設定されうる。ＵＥは、どの
リソースを使用するのかに関する動的なインジケーションを、ダウンリンク制御情報（Ｄ
ＣＩ）を介して受信しうる。例えば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８では、半連続的なスケジューリ
ング（ＳＰＳ）のために、１つの明示的なＡＣＫ／ＮＡＫリソースが必要とされる。その
代わりに、ＵＥは、ラジオ・リソース制御によって、４つのＡＣＫ／ＮＡＫリソースを用
いて設定されうる。ダウンリンク制御情報における２ビットの送信電力制御（ＴＰＣ）コ
マンドは、半連続的なスケジューリングが、ＰＤＣＣＨによって起動されると、これら４
つのリソースのうちのどの１つが、起動された持続時間中に使用されるのかを示すために
再解釈される。これは、ＡＣＫ／ＮＡＫリソースの統計的な多重化を改善し、もって、ア
ップリンク・リソース効率を高める。
【００６６】
　ＬＴＥ－Ａキャリア・アグリゲーションでは、２より多くの明示的なＡＣＫ／ＮＡＫリ
ソース（Ｎ≧２）が使用されうる。基地局は、ＡＣＫ／ＮＡＫリソース効率を高めるため
に、ラジオ・リソース制御によってＮ個のリソースを準静的に設定する代わりに、追加の
（Ｍ＞Ｎ）リソースを準静的に設定しうる。基地局は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）
によって、Ｍ個のリソースのセットからのどのＮ個のリソースが、特定のサブフレームに
おいて使用されるべきであるかをＵＥに通知しうる。ダウンリンク制御情報における情報
フィールド（例えば、物理レイヤ・インジケータ）は、ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジ
ケータ、すなわちＡＲＩとして指定されうる。ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジケータは
、ダウンリンク制御情報フォーマット・サイズを増加させることも、させないこともあり
うる。
【００６７】
　１つの構成では、４つのＡＣＫ／ＮＡＫリソースが、基地局によってＰＵＣＣＨへ割り
当てられ、ダウンリンク送信をアクノレッジするために使用されうる。１つの態様では、
４つのリソースのうちの少なくともいくつかが、明示的に導出されず、これらリソースの
うちのいくつかが、暗黙的に導出される。ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂベースのチャネル
選択が使用されている場合、最大４つのＡＣＫ／ＮＡＫビットがサポートされうる。２つ
の設定された成分キャリアが存在し、両方とも、ダウンリンクＭＩＭＯ（ダウンリンク複
数入力複数出力）動作に関連付けられている場合における例では、４つのＡＣＫ／ＮＡＫ
リソースが、ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂを用いて、４つのＡＣＫ／ＮＡＫビット（例え
ば、２ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫ　ＵＣＩペイロード＋チャネル選択による２ビット）を
伝送する。一次成分キャリアから検出されたＰＤＣＣＨの数（例えば、０乃至２）と、Ａ
ＣＫ／ＮＡＫマッピング・テーブルの設計とに依存して、いくつかのＡＣＫ／ＮＡＫリソ
ース（例えば、２より多く）は、ラジオ・リソース制御によって明示的に設定されうる。
【００６８】
　ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジケータがＰＵＣＣＨフォーマット１ｂベースのチャネ
ル選択のためにサポートされている場合、（Ｎによって示される）２より多くのリソース
が、ダウンリンク制御情報によって示されうる。ダウンリンク制御情報における２ビット
の送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドは、２次成分キャリアのために再使用される。対応す
るＰＤＣＣＨのダウンリンク制御情報フォーマットにおける送信電力制御フィールドは、
高次レイヤによって設定された４つのリソース値のうちの１つから、ＰＵＣＣＨリソース
値を決定するために使用されうる。
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【００６９】
　１つの態様では、Ｎ個のリソースを示す方法は、ラジオ・リソース制御によって、Ｍ＞
Ｎ個のＡＣＫ／ＮＡＫリソースのセットを設定することと、ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・イ
ンジケータによって、Ｍ個のリソースのセットから、Ｎ個のリソースからなる４つの可能
な組み合わせを示すことと、を含む。
【００７０】
　あるいは、図８Ａに例示されるように、Ｎ個のＡＣＫ／ＮＡＫリソースが、ラジオ・リ
ソース制御によって設定され、ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジケータが、使用するＮ個
のリソースのセットを決定するために、ＵＥのために設定されたセットに対する可能なオ
フセットを示す。
【００７１】
　本開示の態様によれば、基地局は、例えばラジオ・リソース制御メッセージのような上
部レイヤ・シグナリングによって、ＡＣＫ／ＮＡＫリソースからなるＮ個のセットを設定
する。ここで、Ｎは、必要とされている明示的にシグナルされたリソースの数である。一
例において、各セットは、（ダウンリンク制御情報における２ビットの場合、）最大４つ
のリソースを有する。ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジケータは、４つのリソースのうち
、設定された各１つについて示しうる。言い換えれば、リソースの（物理レイヤ）インデ
クスは、各セットからのリソースを示すために、各々個別に設定されたセットのために提
供される。例えば、物理レイヤ・インデクスは、ＳＣＣのために、２ビットのＴＰＣコマ
ンドを利用してシグナルされうるか、あるいは、対応するＰＤＣＣＨ送信における別のビ
ットを再解釈することによってシグナルされうる。ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジケー
タに基づいて、ＵＥは、一次成分キャリアおよび二次成分キャリアのために、ＰＵＣＣＨ
でＡＣＫ／ＮＡＫを送信するためのアップリンク・リソースを決定しうる。別の構成では
、このインジケーションは、二次成分キャリアにおけるダウンリンク送信をアクノレッジ
するためのリソースを決定することのみのためである。一次成分キャリアＡＣＫ／ＮＡＫ
は、暗黙的に導出されたリソースで送信される。
【００７２】
　例えば、図８Ｂに例示されるように、Ｎ＝２である場合、ラジオ・リソース制御は、２
セットのＡＣＫ／ＮＡＫリソースを設定する。ここで、各セットは、４つのリソースを有
する。これら２つのセットは、以下のように記述されうる。
【００７３】
　セット１：｛ｎ１１，ｎ１２，ｎ１３，ｎ１４｝；および、セット２：｛ｎ２１，ｎ２
２，ｎ２３，ｎ２４｝
　以下に記載されるように、２ビットのＡＲＩは、セット１およびセット２の各々からの
１つのリソースを示す。
【００７４】
　ＡＲＩ＝００，ｎ１１およびｎ２１；
　ＡＲＩ＝０１，ｎ１２およびｎ２２；
　ＡＲＩ＝１０，ｎ１３およびｎ２３；
　ＡＲＩ＝１１，ｎ１４およびｎ２４
　別の構成では、（ダウンリンク制御情報における２ビットの場合、）最大４セットのリ
ソースが設定されうる。ここで、各セットは、Ｎ個のリソースを有する。ＡＲＩは、１セ
ットのＡＣＫ／ＮＡＫリソースを示す。
【００７５】
　例えば、図８Ｃに例示されるように、Ｎ＝２の場合、上部レイヤ・シグナリングは、各
々が２つのリソースを持つ、４セットのＡＣＫ／ＮＡＫリソースを設定する。４セットの
ＡＣＫ／ＮＡＫリソースは、以下のように記載されうる。
【００７６】
　セット１：｛ｎ１１，ｎ１２｝；
　セット２：｛ｎ２１，ｎ２２｝；
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　セット３：｛ｎ３１，ｎ３２｝；
　セット４：｛ｎ４１，ｎ４２｝
　以下に記載されるように、２ビットのＡＲＩは、４つのセットのうちの１つを示す。
【００７７】
　ＡＲＩ＝００，セット１；
　ＡＲＩ＝０１，セット２；
　ＡＲＩ＝１０，セット３；
および
　ＡＲＩ＝１１，セット４
　上記例のおのおのについて、Ｎ＝２である。当業者であれば、その他のＮ値も使用され
うることを認識するだろう。さらに、値Ｎ（明示的なＡＣＫ／ＮＡＫリソースの数）は、
設定された成分キャリアの数と、所与のＵＥに関して各成分キャリアについて設定された
送信モードとにダイレクトに対応していないことがありうる。なぜなら、リソースのうち
のいくつかは、暗黙的に導出されるからである。特に、ある場合には、いくつかのＡ／Ｎ
リソースが、一次成分キャリア上のＰＤＣＣＨの制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデクス
から、暗黙的に導出されうる。その他のＡ／Ｎリソースは、ＡＲＩによってシグナルされ
うる。さらに、１つの態様は、明示的なＡＣＫ／ＮＡＫリソース割当を含む（すなわち、
Ｎ＞０）。ここで、Ｎの値は、２に固定されうる。これは、設定された成分キャリアの数
、および／または、各成分キャリアについての設定されたダウンリンク送信モード、にＮ
が適応されうる代替構成とは対照的である。例えば、２つの成分キャリア（ＣＣ）につい
てＮ＝２であり、両成分キャリア（ＣＣ）について２ビットのＡＣＫ／ＮＡＫを有するこ
とと、４つの成分キャリア（ＣＣ）についてＮ＝３であり、４つすべての成分キャリア（
ＣＣ）について１ビットのＡＣＫ／ＮＡＫを有することとの代わりに、両ケースについて
、Ｎの値は２でありうる。
【００７８】
　これらの設定は、ｅノードＢに、ＡＣＫ／ＮＡＫリソースを管理する際における柔軟性
を提供する。リソースの直交セットおよび非直交セットの両方が、ＮセットのＵＥ間で、
および／または、異なるＵＥにわたって設定され、スケジューリングの柔軟性と、ＡＣＫ
／ＮＡＫオーバヘッドとの間のトレード・オフを可能にする。例えば、直交リソースが設
定され、これによって、スケジューリングにおける制限がほとんどなくなるであろう。あ
るいは、リソースのうちのいくつかのオーバラップするセットが、ＵＥ内、または、異な
るＵＥにわたって設定され、ＡＣＫ／ＮＡＫオーバヘッドが低減されうる。
【００７９】
　本開示によれば、ｅノードＢは、現在の負荷条件に基づいて、異なるＡＣＫ／ＮＡＫリ
ソース・インジケータを送信することによって、ＵＥのためのリソースを調節しうる。例
えば、ｅノードＢは、システム内のＵＥの数に基づいて、および／または、マルチキャリ
ア・システムのために設定されたＵＥの数に基づいて、リソースを（例えば、直交性を）
独立して調節しうる。さらに、ｅノードＢは、直交ベースの選択および／または非直交ベ
ースの選択を調節しうる。
【００８０】
　このようにしてＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジケータを適用することは、動作を単純
にする。例えば、ともにＭＩＭＯモードが用いられることにより、ＵＥが、２つの成分キ
ャリアでスケジュールされた場合、合計して、４ビットのＡＣＫ／ＮＡＫフィードバック
が存在する。これは、２つの成分キャリアのおのおのについての２ビットのフィードバッ
クからの結果であり、Ｎ＝２となる。ＵＥが、すべて単一入力複数出力（ＳＩＭＯ）モー
ドが使用された４つの成分キャリアで設定されている場合もまた、４ビットのＡＣＫ／Ｎ
ＡＫフィードバックが存在する。これは、４つの成分キャリアのおのおのについて、１ビ
ットのフィードバックからの結果であり、同様にＮ＝２となる。
【００８１】
　本開示の態様によれば、二次成分キャリア（単数または複数）のダウンリンク制御情報
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で伝送される２ビットの送信電力制御コマンドは、Ｎ＞０である場合、ＡＣＫ／ＮＡＫリ
ソース・インジケータとして再解釈される。Ｎ＝０である場合、このコマンドが保留され
る。１つの態様では、Ｎの値に関わらず、２ビットの送信電力制御コマンドが、電力制御
のために使用されない。別の構成では、二次成分キャリアからの送信電力制御コマンドの
みが、ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジケータとして再解釈される。複数の二次成分キャ
リアが存在する場合、これら二次成分キャリアは、矛盾しないＡＣＫ／ＮＡＫリソース・
インジケータ（すなわち、過負荷のＴＰＣビット）を提供せねばならない。当業者であれ
ば、情報および信号は、さまざまな異なる技術および技法のうちの何れかを用いて表され
うることを理解するだろう。例えば、前述された説明を通じて参照されうるデータ、命令
群、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、
磁場または磁性粒子、光学場または光学粒子、あるいはこれらの任意の組み合わせによっ
て表現されうる。
【００８２】
　図６Ａは、マルチ・キャリア構成において、ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジケータを
利用することに向けられた設定の例を例示する。ＡＣＫ／ＮＡＫリソース・インジケータ
をサポートするために、Ｎ個の明示的なＡＣＫ／ＮＡＫリソースが必要とされる。図６Ａ
では、ブロック６１０において、ＵＥが、アップリンク送信のために、ＡＣＫ／ＮＡＫリ
ソースのＮ個のセットの上部レイヤ・コンフィギュレーションを受信する。ＡＣＫ／ＮＡ
Ｋリソースによって、マルチ・キャリア・コンフィギュレーションにおける１または複数
の二次ダウンリンク成分キャリアのためのＨＡＲＱフィードバックを可能にする。これら
リソースはまた、一次ダウンリンク成分キャリアのためのＨＡＲＱフィードバックのため
に使用されうる。ブロック６１２では、物理レイヤ・インジケータが受信される。これは
、複数のセットのおのおのからのＡＣＫ／ＮＡＫリソースを示す。
【００８３】
　図６Ｂは、マルチ・キャリア・コンフィギュレーションにおいて、ＡＣＫ／ＮＡＫリソ
ース・インジケータを利用することに向けられた設定の例を例示する。ブロック６２０に
おいて、ｅノードＢは、ＵＥのために、ＡＣＫ／ＮＡＫリソースからなる複数のセットを
設定する。ブロック６２２において、ｅノードＢは、複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡ
Ｋリソースの物理レイヤ・インジケータを送信する。
【００８４】
　１つの構成では、上部レイヤ・コンフィギュレーションを受信する手段を含むＵＥ１２
０が、無線通信のために構成される。１つの態様では、受信する手段は、受信することに
よって詳述された機能を実行するように構成されたアンテナ４５２ａ－４５２ｒ、復調器
４５４ａ－４５４ｒ、受信プロセッサ４５８、コントローラ／プロセッサ４８０、および
／またはメモリ４８２でありうる。ＵＥ１２０はまた、物理レイヤ・インジケータを受信
する手段をも含むように構成される。１つの態様では、受信する手段は、受信することに
よって詳述された機能を実行するように構成されたアンテナ４５２ａ－４５２ｒ、復調器
４５４ａ－４５４ｒ、受信プロセッサ４５８、コントローラ／プロセッサ４８０、および
／またはメモリ４８２でありうる。別の態様では、前述した手段は、前述した手段によっ
て記述された機能を実行するように構成されたモジュールまたは任意の装置でありうる。
【００８５】
　１つの構成では、設定する手段を含むｅノードＢ１１０が、無線通信のために構成され
る。１つの態様では、設定する手段は、設定する手段によって詳述された機能を実行する
ように構成されたコントローラ・プロセッサ４４０およびメモリ４４２でありうる。ｅノ
ードＢ１１０はまた、送信する手段をも含むように構成される。１つの態様では、送信す
る手段は、送信する手段によって詳述された機能を実行するように構成された送信プロセ
ッサ４２０、送信ＭＩＭＯプロセッサ４３０、変調器４３２ａ－ｔ、およびアンテナ４３
４ａ－４３４ｔでありうる。別の態様では、前述した手段は、前述した手段によって記述
された機能を実行するように構成されたモジュールまたは任意の装置でありうる。
【００８６】
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　図７Ａは、例えば図４のＵＥ１２０のような、ＵＥのための装置７０１の設計を示す。
装置７０１は、マルチ・キャリア・コンフィギュレーションにおける少なくとも１つの二
次ダウンリンク成分キャリアに対応する、アップリンク送信のためのＡＣＫ／ＮＡＫリソ
ースの複数のセットの上部レイヤ・コンフィギュレーションを受信するモジュール７１０
を含む。この装置はまた、複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソースの物理レイヤ・
インジケータを受信するモジュール７１２を含む。図７Ａにおけるモジュールは、プロセ
ッサ、電子デバイス、ハードウェア・デバイス、電子部品、論理回路、メモリ、ソフトウ
ェア・コード、ファームウェア・コード等、またはこれらの任意の組み合わせでありうる
。図７Ｂは、例えば、図４のｅノードＢ１１０のような、ｅノードＢのための装置７０２
の設計を示す。装置７０２は、ＡＣＫ／ＮＡＫリソースの複数のセットを設定するための
モジュール７２０を含む。装置７０２はまた、複数のセットにおけるＡＣＫ／ＮＡＫリソ
ースの物理レイヤ・インジケータを送信するモジュール７２２を含んでいる。図７Ｂにお
けるモジュールは、プロセッサ、電子デバイス、ハードウェア・デバイス、電子部品、論
理回路、メモリ、ソフトウェア・コード、ファームウェア・コード等、またはこれらの任
意の組み合わせでありうる。
【００８７】
　当業者であればさらに、本明細書の開示に関連して記載されたさまざまな例示的な論理
ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズム・ステップが、電子工学ハードウェア
、コンピュータ・ソフトウェア、あるいはこれらの組み合わせとして実現されることを理
解するであろう。ハードウェアとソフトウェアとの相互置換性を明確に説明するために、
さまざまな例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、これら
の機能の観点から一般的に記載された。これら機能がハードウェアとしてまたはソフトウ
ェアとして実現されるかは、特定の用途およびシステム全体に課せられている設計制約に
依存する。当業者であれば、特定の用途のおのおのに応じて変化する方式で、前述した機
能を実現しうる。しかしながら、この適用判断は、本発明の範囲からの逸脱をもたらすも
のと解釈されるべきではない。
【００８８】
　本明細書の開示に関連して記述されたさまざまな例示的な論理ブロック、モジュール、
および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）あるいは
その他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリート・ゲートあるいはトランジスタ・
ロジック、ディスクリート・ハードウェア構成要素、または上述された機能を実現するた
めに設計された上記何れかの組み合わせを用いて実現または実施されうる。汎用プロセッ
サは、マイクロ・プロセッサでありうるが、代替例では、このプロセッサは、従来のプロ
セッサ、コントローラ、マイクロ・コントローラ、またはステート・マシンでありうる。
プロセッサは、例えばＤＳＰとマイクロ・プロセッサとの組み合わせ、複数のマイクロ・
プロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１または複数のマイクロ・プロセッサ、またはその他
任意のこのような構成である計算デバイスの組み合わせとして実現することも可能である
。
【００８９】
　本明細書の開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウ
ェアで直接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェア・モジュールで、またはこ
の２つの組合せで実施することができる。ソフトウェア・モジュールは、ＲＡＭメモリ、
フラッシュ・メモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ
、ハード・ディスク、リムーバブル・ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいは当該技術分野で
知られているその他の型式の記憶媒体に存在しうる。典型的な記憶媒体は、プロセッサが
記憶媒体から情報を読み取り、また記憶媒体に情報を書き込むことができるようにプロセ
ッサに結合される。あるいは、この記憶媒体は、プロセッサに統合されうる。このプロセ
ッサと記憶媒体とは、ＡＳＩＣ内に存在しうる。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に存在しうる
。あるいは、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末内のディスクリートな構成要素と
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【００９０】
　１または複数の典型的な設計では、記載された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、あるいはそれらの任意の組み合わせによって実現されうる。ソフトウェ
アで実現される場合、これら機能は、コンピュータ読取可能な媒体上に格納されるか、あ
るいは、コンピュータ読取可能な媒体上の１または複数の命令群またはコードとして送信
されうる。コンピュータ読取可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体と通信媒体との両方を
含む。これらは、コンピュータ・プログラムのある場所から別の場所への転送を容易にす
る任意の媒体を含む。記憶媒体は、汎用コンピュータまたは特別目的コンピュータによっ
てアクセスされうる任意の利用可能な媒体でありうる。限定ではなく、一例として、この
ようなコンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭま
たはその他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置またはその他の磁気記憶装置、
あるいは、命令群またはデータ構造の形式で所望のプログラム・コード手段を伝送または
格納するために使用され、かつ、汎用コンピュータまたは特別目的コンピュータ、あるい
は、汎用プロセッサまたは特別目的プロセッサによってアクセスされうるその他任意の媒
体を備えうる。さらに、いかなる接続も、コンピュータ読取可能な媒体として適切に称さ
れる。例えば、同軸ケーブル、光ファイバ・ケーブル、ツイスト・ペア、デジタル加入者
線（ＤＳＬ）を使用して、ウェブサイト、サーバ、あるいは他の遠隔ソースからソフトウ
ェアが送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバ・ケーブル、ツイスト・ペア、または
デジタル加入者ライン（ＤＳＬ）は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディ
スク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクト・ディスク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、レー
ザ・ディスク（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ）、デジタル多用途ディスク（ｄｉｓ
ｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）、およびブルー・レイ・
ディスク（ｄｉｓｃ）を含む。これらｄｉｓｃは、レーザを用いてデータを光学的に再生
する。それに対して、ｄｉｓｋは、通常、データを磁気的に再生する。前述した組み合わ
せもまた、コンピュータ読取可能な媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００９１】
　本開示の上記記載は、当業者をして、本開示の製造または利用を可能とするように提供
される。本開示に対するさまざまな変形は、当業者に容易に明らかであって、本明細書で
定義された一般原理は、本開示の精神または範囲から逸脱することなく、他のバリエーシ
ョンに適用されうる。このように、本開示は、本明細書で示された例および設計に限定さ
れることは意図されておらず、本明細書で開示された原理および新規な特徴に一致した最
も広い範囲に相当するとされている。
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